


ハンスワールド 建立 日本代表企業として参与していきたい 

小松昭夫会長、韓日協力強調 

 

 小松昭夫（65）会長は「韓国と日本は世界人類の進化のために必ず一緒に行かなければ

ならない」と強調した。 

 財団法人人間自然科学研究所理事長であり小松電機産業（株）の創立者である小松会長

は、ハンスワールド内 文史哲（文化、歴史、哲学）センターが、その意味を最もよく表

ししていると説明した。 

 ハンスワールドは来たる 2013年、韓、中、日 三国の文化、歴史、哲学、環境をテーマ

に造成する国際文化テーマ団地だ。総額６兆ウォン規模のハンスワールド造成作業に小松

電機産業（株）は日本代表企業として参与する意思を明らかにした。 

 以下 小松会長との一問一答 

－簡単な自己紹介をお願いします。 

 「私はエンジニアです。１８歳で工業高校を卒業しました。機械科を専攻したために、

卒業後、耕運機コンバインなどを取り扱う農業機械会社に就職しました。そのとき日本の

三大農業機械メーカーとして数えられ、そこで８年間勤務しました。 

 会社が倒産したために、大阪で二年間経営学の勉強をして、故郷である島根県で小松電

機産業（株）を立ち上げました。 

 時代が早く変化していますが、土地が持っている条件、人が発揮することができる力、

ここへ先端技術をつなぎ合わせることができるかに、何よりも思考を多くめぐらせました。 

 財団法人人間自然科学研究所（HNS、Human Nature Science Institute Foundation）

を創立したことも、これと同じ思いが背景になっています。 

－人間自然科学研究所を創立した背景はなんでしょうか。 

 「ビジネスは、なぜするのか？ お金を稼ぐため？」 

－なら お金はなぜ稼ぐのですか？ 

 「人生を有益に豊かに生きるために、家庭内にお金が必要であるためです。お金は稼ぐ

のも大変だが、お金を有益に使うことはもっと大変です。 

 どうやってお金を稼ぐのか、から考えるのではなく、どうやって有益に使うかを考えて

みてください。そうすれば、それらは自然に循環させて発展することができるサイクルが

生まれます。 

 自分自身の持っている力よりも、周辺の環境から得ることができる力が、自然に集まる

ことを知ることです」。 

－人間自然科学研究所が究極的に目標にすることがあれば、なんでしょうか。 

 「人間自然科学研究所の代表的な発明品のなかの一つである『自動車庫シャッター』は、

一時、日本の市場の 70％を占めるほどでした。それから二十年が過ぎ、今は市場占有率が

30％程度あります。 



 二年前には、この商品で日本の総理の代理から功労賞も受賞しました。韓国企業でもこ

の技術を提供し、現在は韓国でも作られるようになりました。 

 また、違う代表的な商品は、上水道と下水道を制御する水質管理システムです。 

 HNSでは時代の変化を活用し、先端技術をどうやってつなぎ合わせるのか、商品を市場

に出して、ブランド化する過程を研究しています。 

 既存市場に入ることではなく、新しい市場を作り出すことが重要です。 

 市場を先導する事業は、利益を出すことができます。その収益をもって平和を事業化す

るのです。 

 ハンスワールドに参与することを契機に、地球温暖化を防ぐことに助力ができる商品開

発に、もう一度、力を傾ける計画です。 

 

華城「ハンスワールド」は 2013年、５兆を投入し、韓、中、日、文化を入れる 

 

 ハンスワールド（全在天会長）は、人類の過去と現在、未来が共存して、人間と自然が

息づく観光テーマパークだ。 

 華城市八弾面徳川、60万坪あまり総工事費５兆 7000億を投入する。１次は 2012年国際

文史哲・環境センター、ウィットパーク、ホテルなどを建設する。2013 年には韓中日、三

国の文化、歴史、哲学、環境をテーマにした体験と教育、休息を兼ねた新概念の観光タウ

ンを、開発する予定だ。 

 これより環境と観光をつなぎ合わせた新しいパラダイムによって、アジアを越えて世界

的代表観光名所を位置づけるという計画だ。 

 ハンスワールドはソウルと仁川など首都圏人口2200万人を背景の市場として確保してお

り、最上の立地条件を備えている。地理的にも仁川国際空港の直近性が良く、250万人あま

りが訪ね来ることが期待されている。 

 中にある蓮の花の群生地「東方湖水」は、温泉の数が４箇所もあって、温泉観光地とし

て指定されるほど特化された観光資源を持っている。周辺にメヒャンリ平和公園、クンビ

ョンハン、チョンゴクヨット港など、連携観光地があり、多様な商品開発も可能だ。 


